




























































また、学生による OR 運動は、2012 年の実施では 6
つの短期大学と 1つの大学の参加があり（厚生労働










































































































































メンバーは 16 名（新 3 年生が女性 4 名・男性 4 名、






4 年生と 3 年生とが顔を合わせる機会を増やし、
チームとして活動する基盤を形成する必要があっ
た。そこで、4 年生と 3 年生のゼミの開講を木曜日












































































































































4 年生）を対象に 2019 年 4 月と 2019 年 10 月に測
定した。2 回目の測定は学園祭の 1 週間後であった。
廣川・大嶋・宮崎・芳賀（2016）に倣って、西道（2009）
のキャリア教育プログラム効果測定に関わる尺度（3
因子 10 項目）を使用した（表 1）。尺度の信頼性（内

















A １　 主体性 : 人から言われるのではなく、や
らないといけないことを見つけて、自
分から進んで取り組む力






B １　 課題発見力 : 目標を達成するために解決
すべき問題を見つける力
B ２　 計画力 : 目標を達成するための方法やや
るべきことの順番を考えて準備する力





C １　 傾聴力 : 人が話しやすい雰囲気をつくっ
て、人の意見をきちんと理解して聞く力
C ２　 柔軟性 : 自分の考えだけにとらわれずに、
自分とは違う考えや立場も尊重して理解
しようとする力
C ３　 情況把握力 :グループの中で自分がどん
な役割をすればよいのかを理解する力




























年 4 月）と実施後（2019 年 10 月）の社会人基礎力
全項目の合計点と各因子の合計点の平均値の差を明
















実施前後 n M SD t 値（df）
社会人基礎力
実施前 10 3. 10 .55 -2. 96*
実施後 10 3. 43 .49 （9）
　前に踏み出す力
実施前 10 2. 70 .68 -1. 40
実施後 10 3. 03 .68 （9）
　考え抜く力
実施前 10 2. 97 .62 -2. 33 †
実施後 10 3. 40 .34 （9）
　チームで働く力
実施前 10 3. 50 .65 -2. 12 †
実施後 10 3. 75 .60 （9）
† p<.10　* p<.05
2　メンバーの社会人基礎力の特徴と変化






性が 3 点、働きかけ力が 2 点、実行力が 4 点、課題
発見力が 3 点、計画力が 2 点、創造力が 3 点、傾聴
力が 2 点、柔軟性が 2 点、状況把握力が 3 点、規律
性が 3 点であった。学園祭後では、主体性が 3 点、
働きかけ力が 2 点、実行力が 2 点、課題発見力が 3 点、
計画力が 3 点、創造力が 3 点、傾聴力が 4 点、柔軟
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